
　

木
村
武
山
（
本
名 

信し
ん

太た

郎ろ
う

）
は
笠
間
が
生
ん
だ
日
本
画
の

巨
匠
で
す
。
今
年
は
生
誕
一
五
〇
年
の
節
目
に
あ
た
り
「
仏
画

の
武
山
」
と
称
さ
れ
る
木
村
武
山
と
郷
里
笠
間
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
地
元
に
残
さ
れ
た
資
料
や
『
い
は
ら
き
』
新
聞
記
事

を
参
考
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

武
山
は
人
付
き
合
い
が
良
く
、
話
好
き
と
言
わ
れ
て
人
脈
も

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
若
き
武
山
の
朋
友
に
西
茨
城
高

等
小
学
校
で
学
ん
だ
塙は
な
わ

嘉か
い
ち
ろ
う

一
郎
、
石い
し
く
ら倉

翠す
い

葉よ
う

が
い
ま
す
。
武
山

と
嘉
一
郎
は
と
も
に
東
京
開
成
中
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
嘉

一
郎
は
大
学
卒
業
後
、
若
く
し
て
笠
間
稲
荷
神
社
の
社し
ゃ
し
ょ
う掌

と
な

り
、
神
社
は
も
ち
ろ
ん
笠
間
町
発
展
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
に
尽

力
し
た
人
物
で
す
。
翠
葉
は
後
に
旧
笠
間
藩
の
『
牧
野
家
史
』

の
編
纂
や
笠
間
郷ご
う
ゆ
う
か
い

友
会
の
主
任
な
ど
を
務
め
、
旧
笠
間
藩
主
牧

野
貞さ
だ
は
る喜

の
俳
号
「
諷ふ
う
え
い
ど
う

詠
堂
」
の
名
を
受
け
継
ぐ
俳
人
と
な
り
ま

し
た
。

　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
武
山
が
実
家
の
敷
地
（
吉
祥
院

跡
地
）
に
大
日
堂
を
建
立
し
た
こ
と
は
有
名
で
す
が
、
建
立
過

程
や
武
山
が
地
元
と
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
か

を
知
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
日
堂
建
立
の
構
想
は
、
昭

和
七
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
武
山
の
活
動
拠
点
で
あ
っ
た

東
京
の
画
壇
関
係
者
、
関
西
方
面
の
関
係
筋
、
そ
し
て
地
元
笠

間
か
ら
多
額
の
寄
附
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
同
年
四
月
の
新
聞

記
事
は
、
設
計
を
伊
藤
平
左
衛
門
に
依
頼
し
、
実
地
調
査
は
、

武
山
が
帰
郷
す
る
際
に
伊
藤
氏
を
伴
い
、
塙
嘉
一
郎
等
（
北
山

内
）
村
内
お
よ
び
笠
間
地
方
の
有
志
も
加
え
て
各
種
打
合
せ
を

遂
げ
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

大
日
堂
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
大
日
後
援
会
（
大
日
会
）
が
組

織
さ
れ
、
北
山
内
村
村
長
の
深
谷
松
次
郎
が
会
長
を
務
め
て
い

ま
す
。
昭
和
八
年
の
「
大
日
堂
用
材
仮
払
綴
」
を
見
る
と
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
嘉
一
郎
宛
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
年
十
月

の
記
事
は
、
武
山
の
高
弟
が
武
山
邸
に
滞
在
し
、
毎
日
笠
間
稲

荷
神
社
の
大
広
間
に
て
用
材
一
切
の
彩
色
中
、と
報
じ
て
い
ま
す
。

　

同
時
期
頃
に
、
武
山
が
松
次
郎
宛
に
書
い
た
手
紙
に
は
、
牧
野

家
と
石
倉
翠
葉
の
名
前
、
ま
た
全
国
各
地
か
ら
珍
木
名
材
を
集
め

て
い
る
様
子
、
そ
し
て
第
二
期
の
計
画
の
様
子
が
細
か
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
武
山
は
古
く
か
ら
の
学
友
や
村
長
に
信
頼
を
寄
せ

て
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
大
日
堂
を
建
立
し
た
と
言
え
ま
す
。

　

大
日
堂
の
落
慶
式
は
、
昭
和
十
年
十
月
、
高
野
山
大
僧
正
ほ
か

僧
侶
十
余
名
、
県
内
外
の
名
僧
数
十
名
に
よ
る
読
経
・
法
話
な
ど

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
引
き
続
き
の
園
遊
会
は
、
知
事
を
は
じ
め

地
元
の
名
士
、
画
家
関
係
者
な
ど
千
人
を
超
え
る
人
数
で
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

時
代
の
波
は
、
次
第
に
日
中
戦
争
に
進
み
、
日
露
戦
争
時
に
陸

軍
歩
兵
中
尉
ま
で
務
め
た
武
山
は
ど
の
よ
う
な
心
境
で
あ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
昭
和
十
四
年
八
月
の
新
聞
に
よ
れ
ば
、
武
山
の
肝
煎

り
に
よ
り
、
大
日
堂
で
英
霊
追
悼
大
法
要
と
盆
踊
り
大
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
村
内
の
遺
族
を
は
じ
め
、
歩
兵
第
二
連
隊
長
、
筑

波
海
軍
航
空
隊
少
佐
、
県
議
、
各
町
村
長
な
ど
多
数
の
来
賓
を
招

き
、
僧
侶
の
し
め
や
か
な
読
経
・
追
善
尺
八
・
法
話
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
後
夕
方
か
ら
追
善
盆
踊
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
盆
踊
歌

謡
は
稲
田
の
詩
人
、
柳
橋
好
雄
が
作
詞
し
た
も
の
で
す
。
歌
詞
の

一
節
に
「
祖
国
の
御み
は
し
ら柱
、
勇
士
の
御み
た
ま霊
、
月
も
ヨ
ー
お
ほ
き
く
ア

レ
サ
山
は
な
れ
」
と
あ
り
ま
す
。
地
元
に
は
今
で
も
武
山
か
ら
い

た
だ
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
団う
ち
わ扇
を
所
蔵
す
る
方
が
数
名
い
ま
す
。

そ
の
団
扇
の
表
は
、
月
と
蝙こ
う
も
り蝠

が
描
か
れ
、
裏
面
に
は
「
祖
国
の

御
柱
、
勇
士
の
御
霊
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
武
山
の

手
に
よ
る
も
の
を
印
刷
し
、
団
扇
に
仕
上
げ
た
も
の
で
、
こ
の
盆

踊
り
大
会
で
配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
武
山
は
箱

田
四
所
神
社
に
寺
内
寿ひ
さ

一い
ち

陸
軍
元
帥
か
ら
い
た
だ
い
た
小
刀
を
奉

納
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
元
の
視
点
か
ら
武
山
を
み
る
と
、
郷
里
と
の
つ

な
が
り
を
強
く
持
ち
、
笠
間
の
偉
大
な
実
業
家
で
あ
っ
た
父
木
村

信
義
の
血
を
濃
く
受
け
継
い
だ
側
面
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
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第 92 回
武山からいただいたと伝わる団扇（個人蔵）
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